
大
学
改
革
総
論

１

高
等
教
育
研
究
会
編
『
大
学
の
多
様
な
発
展
を
目
指
し
て
�

二
一

世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一

九
九
九
年
、
二
四
四
頁
。

２

日
本
科
学
者
会
議
大
学
問
題
委
員
会
編
『
二
一
世
紀
の
大
学
像
を
求

め
て
―
―
競
争
・
管
理
か
ら
共
同
・
自
治
の
大
学
づ
く
り
の
提
言
』

水
曜
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
八
頁
。

３

社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
学
生
部
会
編
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時

代
の
私
立
大
学
―
―
そ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
期
待
と
要
望
』
開
成
出

版
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
一
三
頁
。

４

天
野
郁
夫
編
『
学
長

大
学
改
革
へ
の
挑
戦
』
玉
川
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
七
二
頁
。

５

丹
羽
憲
仁
編
『
こ
れ
か
ら
の
大
学
と
大
学
運
営
』
大
学
基
準
協
会
、

二
〇
〇
〇
年
、
三
二
三
頁
。

６

竹
田
保
正
著
『
内
な
る
大
学
改
革
―
―
理
系
大
学
人
の
発
言
』
学
会

出
版
セ
ン
タ
�
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
六
頁
。

７

青
木
昌
彦
他
編
『
大
学
改
革
―
―
課
題
と
争
点
』
東
洋
経
済
新
報

社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
三
一
頁
。

８

喜
多
村
和
之
著
『
現
代
大
学
の
変
革
と
政
策
―
―
歴
史
的
・
比
較
的

考
察
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
〇
頁
。

教
育
実
践
（
Ｆ
Ｄ
な
ど
）

１

島
田
博
司
著
『
私
語
の
誘
惑
と
人
間
関
係
』
六
甲
出
版
、
一
九
九
九

年
、
二
二
〇
頁
。

２

安
岡
高
志
他
著
『
授
業
を
変
え
れ
ば

大
学
は
変
わ
る
』
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
社
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
二
頁
。

３

宇
佐
美
寛
著『
大
学
の
授
業
』東
信
堂
、
一
九
九
九
年
、
二
三
〇
頁
。

４

財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
編
『
大
学
力
を
創
る
―
―
Ｆ
Ｄ

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
東
信
堂
、
一
九
九
九
年
、
二
四
〇
頁
。

５

伊
藤
秀
子
・
大
塚
雄
作
編
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

大
学
授
業
の
改
善
』

有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
、
二
七
九
頁
。

６

田
中
一
著
『
さ
よ
な
ら
古
い
講
義
―
―
質
問
書
方
式
に
よ
る
会
話
型

教
育
へ
の
招
待
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
、
二
四

五
頁
。

一
九
九
九
年
一
月
〜
二
〇
〇
一
年
六
月

高
等
教
育
に
関
す
る

文
献
紹
介

安
藤

友
張
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７

日
本
私
立
大
学
連
盟
編
『
大
学
の
教
育
・
授
業
を
考
え
る
１
―
―
大

学
の
教
育
・
授
業
を
ど
う
す
る
（
Ｆ
Ｄ
の
す
す
め
）』東
海
大
学
出
版

会
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
四
頁
。

８

日
本
私
立
大
学
連
盟
編
『
大
学
の
教
育
・
授
業
を
考
え
る
２
―
―
大

学
の
教
育
・
授
業
の
変
革
と
創
造
（
教
育
か
ら
学
習
へ
）』東
海
大
学

出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
五
頁
。

９

梶
田
叡
一
著
『
新
し
い
大
学
教
育
を
創
る
―
―
全
入
時
代
の
大
学
と

は
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
二
頁
。

１０

日
本
私
立
大
学
連
盟
編
『
大
学
の
教
育
・
授
業
を
考
え
る
３
―
―
大

学
の
教
育
・
授
業
の
未
来
像
（
多
様
化
す
る
Ｆ
Ｄ
）』東
海
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
一
年
、
二
三
一
頁
。

１１

京
都
大
学
高
等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
編
『
大
学
授
業

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
―
―
京
都
大
学
公
開
実
験
授
業
』
玉
川
大
学

出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
、
二
一
八
頁
。

１２

池
田
輝
政
編
『
成
長
す
る
テ
ィ
ッ
プ
ス
先
生
―
―
授
業
デ
ザ
イ
ン
の

た
め
の
秘
訣
集
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
六
頁
。

１３

立
教
大
学
全
カ
リ
の
記
録
編
集
委
員
会
編
『
立
教
大
学
〈
全
カ
リ
〉

の
す
べ
て
―
―
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
�
ツ
の
再
構
築
』
東
信
堂
、
二
〇
〇

一
年
、
二
二
八
頁
。

１４

川
崎
良
孝
編
『
大
学
生
と
「
情
報
の
活
用
」
�
情
報
探
索
入
門
﹇
増

補
版
﹈』京
都
大
学
図
書
館
情
報
学
研
究
会
（
発
行
）、日
本
図
書
館
協

会
（
発
売
）、二
〇
〇
一
年
、
一
九
七
頁
。

１５

島
田
博
司
著
『
大
学
授
業
の
生
態
誌
�
「
要
領
よ
く
」
生
き
よ
う
と

す
る
学
生
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
三
頁
。

入
試

１

小
林
哲
夫
著
『
飛
び
入
学
�
日
本
の
教
育
は
変
わ
れ
る
か
』
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、
三
八
七
頁
。

２

小
野
博
著
『
大
学
「
Ａ
Ｏ
入
試
と
は
何
だ
」』毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇

〇
年
、
一
八
九
頁
。

３

丹
羽
健
夫
著
『
悪
問
だ
ら
け
の
大
学
入
試
―
―
河
合
塾
か
ら
見
え
る

こ
と
』
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
九
頁
。

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化

１

岩
崎
稔
・
小
沢
弘
明
編
『
激
震
！
国
立
大
学
―
―
独
立
行
政
法
人
化

の
ゆ
く
え
』
未
来
社
、
一
九
九
九
年
、
一
八
九
頁
。

２

日
本
科
学
者
会
議
編
『
国
立
大
学
が
な
く
な
る
っ
て
、
本
当
�
�
独

立
行
政
法
人
化
Ｑ
＆
Ａ
』
水
曜
社
、
一
九
九
九
年
、
八
〇
頁
。

３

全
国
大
学
高
専
教
職
員
組
合
編
『
国
立
大
学
の
改
革
と
展
望
�
独
立

行
政
法
人
化
へ
の
対
抗
軸
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
九

頁
。
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大
学
史

１

羽
田
貴
史
著『
戦
後
大
学
改
革
』玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
、

二
五
四
頁
。

２

寺
�
昌
男
他
編
『
大
学
史
を
つ
く
る
』
東
信
堂
、
一
九
九
九
年
、

四
三
二
頁
。

３

大
崎
仁
著
『
大
学
改
革

一
九
四
五
〜
一
九
九
九
』
有
斐
閣
、
一
九

九
九
年
、
三
五
〇
頁
。

４

伊
藤
彰
浩
著
『
戦
間
期
日
本
の
高
等
教
育
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一

九
九
九
年
、
三
〇
八
頁
。

５

伊
藤
敏
雄
著
『
米
国
近
代
大
学
史
研
究
―
―
ミ
シ
ガ
ン
大
学
を
事
例

と
し
て
』
風
間
書
房
、
一
九
九
九
年
、
五
〇
一
頁
。

６

横
尾
壮
英
著
『
大
学
の
誕
生
と
変
貌
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
史
断

章
』
東
信
堂
、
一
九
九
九
年
、
二
五
八
頁
。

７

川
口
浩
編
『
大
学
の
社
会
経
済
史
―
―
日
本
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・

エ
リ
ー
ト
の
養
成
』
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
九
五
頁
。

８

寺
�
昌
男
著
『
日
本
に
お
け
る
大
学
自
治
制
度
の
成
立

増
補
版
』

二
〇
〇
〇
年
、
四
六
〇
頁
。

９

黒
羽
亮
一
著『
新
版

戦
後
大
学
政
策
の
展
開
』玉
川
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
一
年
、
二
九
三
頁

海
外
の
大
学
事
情

１

ロ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
・
Ｓ
著
、
吉
田
文
・
杉
谷
祐
美
子
訳
『
教
養
教
育
の

系
譜
―
―
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
に
み
る
専
門
主
義
と
の
葛
藤
』
玉
川

大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
、
二
四
六
頁
。

２

エ
リ
ッ
ク
・
ア
シ
ュ
ビ
著
、
宮
田
敏
近
訳
『
誰
で
も
何
で
も
学
べ
る

大
学
―
―
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
人
が
見
た
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
』

玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
、
一
八
九
頁
。

３

坂
本
辰
朗
著『
ア
メ
リ
カ
の
女
性
大
学
―
―
危
機
の
構
造
』東
信
堂
、

一
九
九
九
年
、
一
六
六
頁
。

４

渡
部
哲
光
著
『
ア
メ
リ
カ
の
大
学
事
情
』
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
〇
年
、
一
五
四
頁
。

５

レ
ヴ
ィ
ー
ン
・
Ａ
、
キ
ュ
ア
ト
ン
・
Ｊ
・
Ｓ
著
、
丹
羽
め
ぐ
み
訳『
現

代
ア
メ
リ
カ
大
学
生
群
像
―
―
希
望
と
不
安
の
世
代
』
玉
川
大
学
出

版
部
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
六
頁
。

６

ピ
�
タ
�
・
サ
ッ
ク
ス
著
、
後
藤
将
之
訳
『
恐
る
べ
き
お
子
さ
ま
大

学
生
た
ち
―
―
崩
壊
す
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
』
草
思
社
、
二
〇
〇
〇

年
、
二
三
六
頁
。

７

川
本
卓
史
著
『
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
一
流
な
の
か
―
―
キ
ャ
ン

パ
ス
を
巡
る
旅
』
丸
善
、
二
〇
〇
一
年
、
二
三
四
頁
。

８

秦
由
美
子
著
『
変
わ
り
ゆ
く
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
』
学
文
社
、
二
〇
〇
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一
年
、
三
一
二
頁
。

９

秦
由
美
子
著
『
イ
ギ
リ
ス
高
等
教
育
の
課
題
と
展
望
』
明
治
図
書
出

版
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
〇
頁
。

短
期
大
学

１

牧
野
篤
他
著
『
地
域
開
放
型
短
期
大
学
の
構
想
―
―
生
涯
学
習
時

代
に
お
け
る
短
期
大
学
』
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
三
二

頁
。

２

伊
藤
順
啓
著
『
短
期
大
学
教
育
再
考
』
国
際
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
九
六
頁
。

大
学
教
職
員

１

原
ひ
ろ
子
編
『
女
性
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
―
―
研
究
環
境
調
査

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
か
ら
』勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
、
六
〇
四
頁
。

２

大
学
非
常
勤
講
師
問
題
会
議
編
『
大
学
危
機
と
非
常
勤
講
師
運
動
』

こ
う
ち
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
七
〇
頁
。

大
学
生
の
学
力
問
題

１

岡
部
恒
治
他
編『
分
数
が
で
き
な
い
大
学
生
』東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
九
九
年
、
三
〇
二
頁
。

２

岡
部
恒
治
他
編『
小
数
が
で
き
な
い
大
学
生
』東
洋
経
済
新
報
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
三
一
六
頁
。

３

岡
部
恒
治
他
編『
算
数
が
で
き
な
い
大
学
生
』東
洋
経
済
新
報
社
、

二
〇
〇
一
年
、
三
三
八
頁
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

１

池
島
雅
彦
著
『
大
学
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
―
―
大
学
改
革
と
私
立
大

学
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
』フ
ー
コ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
四
頁
。

２

今
井
健
著
『
大
学
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
理
念
と
戦
略
』
中
部
日
本
教

育
文
化
会
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
〇
頁
。

大
学
財
政

１

丸
山
文
裕
著
『
私
立
大
学
の
財
務
と
進
学
者
』
東
信
堂
、
一
九
九
九

年
、
二
二
五
頁
。

２

野
中
郁
江
他
著
『
私
立
大
学
の
財
政
分
析
が
で
き
る
本
』
大
月
書

店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
三
五
頁
。

情
報
化

１

早
稲
田
大
学
文
学
部
情
報
化
検
討
委
員
会
編
『
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
化

最
前
線
―
―
早
稲
田
大
学
文
学
部
の
試
み
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
九
九
年
、
二
二
三
頁
。

２

松
岡
一
郎
著
『
早
稲
田
大
学
デ
ジ
タ
ル
革
命
―
―
多
次
元
キ
ャ
ン
パ
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ス
が
授
業
を
変
え
る
』
ア
ル
ク
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
三
五
頁
。

そ
の
他

１

鳥
居
泰
彦
編
『
学
術
研
究
の
動
向
と
大
学
』
大
学
基
準
協
会
、
一
九

九
九
年
、
三
七
六
頁
。

２

新
堀
通
也
編『
夜
間
大
学
院
―
―
社
会
人
の
自
己
再
構
築
』東
信
堂
、

一
九
九
九
年
、
二
六
二
頁
。

３

ク
ラ
ー
ク
・
バ
ー
ト
ン
著
、
潮
木
守
一
監
訳『
大
学
院
教
育
の
研
究
』

東
信
堂
、
一
九
九
九
年
、
五
二
三
頁
。

４

喜
多
村
和
之
著
『
現
代
の
大
学
・
高
等
教
育
�
教
育
の
制
度
と
機

能
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
、
二
七
二
頁
。

５

大
学
の
研
究
教
育
を
考
え
る
会
編『
大
学
評
価
と
そ
の
将
来
』丸
善
、

一
九
九
九
年
、
三
三
七
頁
。

６

大
学
の
研
究
教
育
を
考
え
る
会
編『
産
学
連
携
と
そ
の
将
来
』丸
善
、

一
九
九
九
年
、
二
一
三
頁
。

７

村
田
治
編
『
生
涯
学
習
時
代
に
お
け
る
大
学
の
戦
略
―
―
ポ
ス
ト
生

涯
学
習
社
会
に
む
け
て
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
九
年
、
一
八

四
頁
。

８

黒
木
比
呂
史
著
『
迷
走
す
る
大
学
―
―
「
大
学
全
入
」
の
Ｘ
デ
ー
』

論
創
社
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
三
頁
。

９

大
南
正
瑛
編
著
『
い
ま
、
大
学
の
臨
時
的
定
員
を
考
え
る
』
大
学
基

準
協
会
（
発
行
）、エ
イ
デ
ル
研
究
所
（
発
売
）、一
九
九
九
年
、
二
九

一
頁
。

１０

清
成
忠
男
著
『
二
一
世
紀
の
私
立
大
学
像
』
法
政
大
学
出
版
、
一
九

九
九
年
、
一
九
七
頁
。

１１

鵜
川
昇
・
野
田
一
夫
著
『
大
学
の
崩
壊
―
―
対
談
こ
の
危
機
を
救
う

道
は
あ
る
か
！
』
Ｉ
Ｎ
通
信
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
五
三
頁
。

１２

コ
ン
ラ
�
ト
・
Ｈ
・
ヤ
�
ラ
オ
シ
ュ
著
、
望
田
幸
男
訳
『
高
等
教
育

の
変
貌
―
―
拡
張
・
多
様
化
・
機
会
開
放
・
専
門
職
化
』
昭
和
堂
、

二
〇
〇
〇
年
、
三
七
四
頁
。

１３

マ
�
チ
ン
・
Ａ
・
ト
ロ
ウ
著
、
喜
多
村
和
之
訳
『
高
度
情
報
社
会
の

大
学
―
―
マ
ス
か
ら
ユ
ニ
バ
�
サ
ル
へ
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇

〇
〇
年
、
二
七
八
頁
。

１４

エ
リ
ッ
ク
・
ア
シ
ュ
ビ
著
、
宮
田
敏
近
訳
『
科
学
技
術
社
会
と
大
学

―
―
エ
リ
ッ
ク
・
ア
シ
ュ
ビ
�
講
演
集
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇

〇
〇
年
、
二
四
六
頁
。

１５

巨
大
情
報
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
大

学
�
変
貌
す
る
大
学

Ｖ
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
六

頁
。

１６

川
成
洋
著
『
大
学
崩
壊
』
宝
島
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
〇
頁
。

１７

東
京
大
学
教
養
学
部
進
学
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
編
『
大
学
で

学
ぶ
と
い
う
こ
と
』
学
会
セ
ン
タ
ー
関
西
（
発
行
）、学
会
出
版
セ
ン
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タ
ー
（
発
売
）、二
〇
〇
〇
年
、
二
八
九
頁
。

１８

岩
田
年
浩
著
『
教
授
が
変
わ
れ
ば
大
学
は
変
わ
る
』
毎
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
二
三
頁
。

１９

喜
多
村
和
之
著
『
高
等
教
育
と
政
策
評
価
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二

〇
〇
〇
年
、
二
八
〇
頁
。

２０

セ
イ
モ
ア
・
Ｄ
・
Ｔ
著
、
舘
昭
・
森
利
枝
訳『
大
学
個
性
化
の
戦
略
』

玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
九
六
頁
。

２１

浅
野
攝
郎
他
編
『
東
京
大
学
は
変
わ
る
―
―
教
養
教
育
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
六
頁
。

２２

ビ
ル
・
レ
デ
ィ
ン
グ
ズ
著
、
青
木
健
・
斎
藤
信
平
訳
『
廃
墟
の
な
か

の
大
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
二
六
頁

２３

旺
文
社
編『
大
学
の
情
報
力

二
〇
〇
一
』旺
文
社
、
二
〇
〇
一
年
、

一
二
八
頁
。

２４

大
学
に
お
け
る
研
究
教
育
を
考
え
る
会
編
『
大
学
の
社
会
的
責
任
―

―
大
学
に
お
け
る
学
問
・
教
育
・
人
材
育
成
』丸
善
、
二
〇
〇
一
年
、

二
六
七
頁
。

２５

市
川
昭
午
著『
未
来
形
の
大
学
』玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
一
年
、

二
六
五
頁
。

２６

根
岸
正
光
・
山
崎
茂
明
編
『
研
究
評
価
―
―
研
究
者
・
研
究
機
関
・

大
学
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』丸
善
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
四
頁
。

２７

吉
川
あ
ゆ
み
他
著
『
大
学
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
入
門
』
人
間
社
、
二
〇

〇
一
年
、
一
八
〇
頁
。

※
収
録
対
象
は
、
一
九
九
九
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
六
月
に
か
け
て
、

日
本
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
単
行
本
（
市
販
）
に
限
定
し
、
内
容
別
に

分
類
を
試
み
、
記
述
し
た
。
新
し
い
文
献
を
で
き
る
限
り
網
羅
し
、
可

能
な
限
り
現
物
に
あ
た
り
な
が
ら
文
献
目
録
を
作
成
し
た
が
、
一
部
、

現
物
照
合
し
て
い
な
い
文
献
も
あ
る
。
遺
漏
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

読
者
か
ら
の
ご
批
判
を
お
願
い
し
た
い
。

あ
ん
ど
う
・
と
も
は
る

名
古
屋
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
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